
31 

⑥広報効果を測定しよう  

 アンケートなどを通して、広報の成果を把握してください。例えば、サービスや事業、催し
などの利用者・来所者に対し、どこで（何で）この事業を知ったのかを聞く。また、ちらしやポ
スターを作った場合には、見たことがあるか、見たことがある場合はどこで見たか、見たと
きの印象はどうだったかなどを聞き、結果を次の広報活動にいかすようにしましょう。 

※印刷物のコスト表示は忘れずに！ 
  情報公開の一環として、費用がいくらかかっているのかを、印刷物に表記しましょう。 
     （例）大阪市政だよりは約118万部を発行し、1部あたりの発行単価（配付費用を含 
        む）は約13円です。（そのうち約2円を広告収入で賄っています）。 

●広報印刷物を思い切って見直そう 
   計画している印刷物は必要？  
     毎年作成しているから作成する、あるいは予算があるから作成する、 
    などの理由だけで何となく印刷物を作成していませんか。 
 
 
 
       ・同様の内容をお知らせする印刷物がほかにないか。 
       ・他の印刷物と整理統合できないか。 
       ・前回の反応はどうだったか。 
       ・印刷物以外に方法はないか。 

⑤残部数を把握しよう  

 印刷物は人に手にとってもらい、見てもらえないことには意味がありません。多数の残部
を出すことは経費と時間の無駄づかいになるだけでなく、資源の無駄にもなります。次回の
印刷物作成時に効率のよい部数設定ができるよう、残部数の調査をするようにしましょう。 

 また、配付先での活用が期待される印刷物については、その配付先において適切に活用
されていることを確認することも大切な視点です。 

◇作成部数を精査し、部数を設定する  

 配付方法と配付場所が決まれば、次は必要な部数。配付対象数や配付場所の利用者数、
配付期間などを考慮して、配付部数を決めます。 

ポイント 
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 職員が作成したデータを利用して広報用ポスター等を印刷できる大判インクジェットカラー
プリンタ（最大Ａ１判まで作成可能）を導入しています。各所属において、イベントや制度周
知などに少数枚のポスターを作成する際にはご活用ください。 

 例えば、イベントにおいて、印刷したポスターをのり付きパネルに貼れば立派なディスプレ
イになります。 
 使用に際しては、政策企画室へご相談ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                （大型インクジェットカラープリンタ) 
  （御堂筋ＫＡＰＰＯの市税ＰＲブースでパネル展示） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
             （庁舎ＥＶ内） 
                              （セミナー開催案内ポスター） 

大判インクジェットカラープリンタ 



 「区の広報紙」は、紙媒体で区民（市民）へ届く、 
唯一の行政に関する定期情報源 

  平成24年9月より、大阪市全域を対象とする広報紙「大阪市政だより」はなくなり、区の広
報紙に一本化されました。 
 これまでの区の情報に加え、市全体の情報を区民（市民）の皆さんに提供しています。 
 
●区の広報紙とおおさか掲示板 
  各所属から受けた情報提供について全市情報と区情報に分けて、区情報については、 
 各区へ情報を提供し、各区において編集することにより情報発信しています。全市情報に 
 ついては、「おおさか掲示板」として編集し区広報紙で情報発信しています。 

●会見バックボード 
  メディアへの露出度の高い会見等の機会を通じて、タイムリー な施策事業の広報 
 活動を行っています。 
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